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日時 令和５年３月２４日（金）10:00～12:00 

※オンラインは「ZOOM」を使用します。参加者の皆様それぞれで「ZOOM」が利用できる環境をご用意く

ださい。開催日の前日までに申込書に記載いただいたアドレスに招待メールを送ります。 

※オンラインの接続テストを希望する場合はお申し出ください。 

※オンラインの参加が基本ですが、「ZOOM」を利用できる環境が用意できない場合は、以下の連絡先にお知ら

せ下さい。 

※資料と当日の招待メールはセミナー前日までにメールで送ります。資料は当日画面共有 

しながら進めます。必要に応じてそれぞれ印刷して下さい。 

【連絡先】米子市障がい者基幹相談支援センター 担当 光岡 

電話（0859）36-9348  FAX（0859）23-5393  メール kikansoudan-c@sea.chukai.ne.jp 

今回は標記のテーマについて考えます。コロナウィルス感染者数が減少傾向になり、西部は注意報も解除されて

います。感染症法上の位置づけも５月から５類扱いになろうとしています。しかし、コロナウィルスは、重度の

障がいの方や医療的ケアを必要とする方等、様々な障がいのある方々の暮らしにも、支援者の支援にも大きな影

響を与え続けていることに変わりはありません。 

一方、国や鳥取県が示している感染対策や、様々な支援策については度々更新されています。県民福祉局から感

染対策と支援策の現状を伺い、参加者の皆様からも質問や意見をいただきながら現状を共有し今後を考えたいと

思います。ふるってご参加下さい。申込書に質問や意見をご記入いただきますようお願い致します。 

別紙の「申込書」により３月 1７日（金）までにお申し込み下さい。できるかぎりメールでのお申込みをお願い

致します。申込様式は自立支援協議会ホームページからもダウンロードできます。 

オンラインで実施します 

申し込みが必要です 

コロナウィルス感染拡大防止対策と 

日常の支援、その現状と課題 

 

 

 

講師   

  西部総合事務所県民福祉局（米子保健所） 

副局長（副所長）   安 田  敦 氏 
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